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法
学
研
究

第
三
十
六
巻
（
醐
、
選
彰
．
聾
総
目
次

論
　
説

南
鳥
島
先
占
前
後
の
一
考
察
…
…

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
法
律
上
の
諸
問
題
…
…
－

　
　
　
i
西
独
の
判
例
、
学
説
を
中
心
と
し
て
ー

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
と
政
治
学
…
；

国
山
≦
鶏
q
目
の
戴
冠
式
誓
約
を
中
心
と
し
た
中
世
イ
ギ
リ
ス
王
権
観
の
一
考
察

権
利
能
力
な
き
社
団
と
信
託
法
理
…

自
由
党
名
古
屋
事
件
裁
判
考
…

ナ
チ
ズ
ム
に
至
る
政
治
思
想
史
的
背
景
…
D

傾
向
犯
に
つ
い
て
…
…
：
：

工
業
化
過
程
に
お
け
る
文
化
動
態
に
つ
い
て
…
…
：

　
　
　
f
日
本
工
業
化
過
程
に
関
す
る
一
試
論
ー

凶
九
六
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
…

　
　
　
ー
カ
ト
リ
ッ
ク
系
大
統
領
出
現
の
政
治
史
的
意
義
ー

技
術
革
新
下
の
臨
時
工
問
題

　
　
　
ー
そ
の
実
態
と
法
律
問
題
！

号
数
　
　
　
頁

－
一
　
　
　
五

－
一
　
　
四
〇

－
二

－
二

－
二

－
一
二

－
一
二

・
四

－
四

二　六　四二
二一五一八○一

四通〇五頁
一
二
九

一
四
八

一
七
六

二
三
五

二
九
九

一
二
六
一
二

三
八
四

　
執
筆
者

手
　
　
塚
　
　
　
豊

宮
　
沢
　
浩
　
一

内
池
慶
四
郎

十青多手大森生
田
　
正

岡
敬
一

賀
　
祥

　
塚田

　
真

柳
　
文

時
　
厳

周雄鋤豊充郎輝

：
四
　
五
八
　
四
二
〇
　
太
田
俊
太
郎

：
五

四
八
五
　
　
峯
　
村
　
光

郎



イ
ン
ド
保
護
王
権
の
意
義
と
役
割
－
…
－

　
　
　
ー
ス
ペ
イ
ン
領
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
王
権
の
浸
透
に
関
連
し
て
1

州
市
民
籍
の
相
違
に
も
と
づ
く
連
邦
管
轄
権
・
－
…
D

　
　
　
l
一
九
五
八
年
合
衆
国
裁
判
所
法
修
正
を
中
心
と
し
て
ー

社
会
主
義
理
論
の
変
質
…

　
　
　
ー
明
治
三
十
年
代
末
期
を
中
心
と
し
て
1

日
本
の
社
会
経
済
発
展
の
背
景
に
あ
る
も
の
…

　
　
　
ー
そ
の
社
会
学
的
・
人
類
学
的
・
社
会
心
理
学
的
分
析
ー

火
災
保
険
普
通
保
険
約
款
二
条
二
項
の
意
義
に
つ
い
て
…
…
…
…
：
・

日
本
外
交
の
伝
統
と
革
新
…
・

解
雇
予
告
の
法
理
…
…
・

　
　
　
1
予
告
期
間
・
予
告
手
当
を
中
心
と
し
て
」

訴
訟
上
の
和
解
の
暇
疵
の
主
張
方
法
…
：

い
わ
ゆ
る
請
負
耕
作
の
問
題
点
…
…

啓
蒙
的
理
性
の
伝
統
と
そ
の
現
代
的
復
生
…

　
　
　
1
十
八
世
紀
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
の
精
神
構
造
を
中
心
と
し
て
i

代
理
制
度
の
比
較
（
一
・
二
・
三
完
）

　
　
　
1
英
米
の
代
理
関
係
の
構
成
を
中
心
と
し
て
ー

解
部
考
…
…
－
…

ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
格
の
自
由
な
発
展
の
権
利
に
つ
い
て
－
…
－

イ
ラ
ソ
に
お
け
る
水
と
ガ
ナ
ー
ト
に
関
す
る
若
干
の
規
定
…

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
と
国
Φ
ぎ
ユ
9
＜
§
O
謎
①
ヨ
の
政
治
思
想

－
五
　
　
二
一

⊥
ハ

　
　
二

五
〇
五
　
　
賀
　
川

五
九
三
　
　
平

俊
　
彦良

：
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二
〇
　
六
一
二
　
中
村
勝
範

：
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一　i　：　：十十
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六
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四
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八
五
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八
七
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九
五
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九
八
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一
〇
六
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一
二
一
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一
一
二
二
六

四
九
　
二
一
一

　
一
　
一
一
七
五

八
一
　
一
二
五
五

　
一
　
一
三
〇
九

倉
沢
康
一
郎

内
　
山
　
正
　
熊

阿
久
沢
亀
夫

奈宮石

月
　
　
　
明

崎
　
俊
　
行

良
　
和
　
重

小小

林池

隆
　
一

規
　
威

利
光
三
津
夫

田
　
口
　
精
　
一

遠
　
峰
　
四
　
郎

多
　
田
　
真
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資
　
料

政
党
支
持
と
選
択
的
情
報
受
容
…
－

原
子
力
に
関
す
る
犯
罪
と
そ
の
危
険
構
成
要
件
…
…

　
　
　
ー
ス
イ
ス
の
立
法
例
を
中
心
と
し
て
ー

国
際
法
協
会
五
〇
周
年
記
念
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
総
会
に
出
席
し
て
…
9

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ
マ
ン
『
法
の
存
在
論
的
構
造
』
－

船
津
辰
一
郎
前
奉
天
総
領
事
よ
り
出
淵
外
務
次
官
宛
満
洲
・
中
国
出
張
現
地
報
告
書
簡
・

　
　
　
ー
大
正
十
四
年
十
二
月
よ
り
同
十
五
年
二
月
ま
で
ー

三
者
間
の
契
約
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
に
よ
る
売
買
）
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
…

「
八
・
一
南
昌
暴
動
」
に
関
す
る
四
文
書
－

日
本
外
交
史
関
係
文
献
目
録
…

二
－
一
二七　六　五

七
七
　
　
　
七
七

九
〇
　
　
三
二
四

四
八
　
　
五
三
二

七
一
　
六
六
三

八
一
　
　
七
九
五

：
八
　
　
五
四

…
・
十
　
　
六
七

：
十
二
　
　
巻
末
よ
り

　
　
　
　
　
　
一

宮宇生

沢野田

浩善正

一康輝

池原宮中

井沢村
　秀浩

優男一洗

四一八
二二九
二九四

英石人
見
　
康
　
子

川
　
忠
　
雄

　
修
　
　
道

判
例
研
究

【
行
政
法
】
二
一
　
第
三
老
に
対
す
る
行
政
処
分
の
無
効
確
認
を
求
め
る
訴
の
利
益
－
・

【
商
法
】
二
八
　
手
形
振
出
に
つ
い
て
の
復
代
理
人
が
．
権
限
を
越
え
て
直
接
代
理
人
名
義
で
手
形

　
　
　
　
　
を
振
出
し
た
場
合
…
…
：

【
商
法
】
二
九
　
会
社
を
解
散
し
商
号
営
業
場
所
等
の
同
じ
会
社
を
設
立
し
た
場
合
、
新
会
社
が
旧

　
　
　
　
　
会
社
の
営
業
を
譲
受
け
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
－

【
民
法
】
三
〇
　
利
息
制
限
法
の
制
限
に
違
反
す
る
利
息
又
は
損
害
金
を
任
意
に
支
払
つ
た
場
合
、

　
　
　
　
　
残
存
元
本
へ
の
充
当
は
認
め
ら
れ
る
か
…

…
一

九
七

…
一
　
一
〇
四

九
七
　
　
田
　
口
　
精

一
〇
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倉
沢
康
｝

…
二
　
　
八
七
　
　
二
一
五
　
　
米

…
三
　
一
一
〇

三
四
四

　
　
三

郎

津
　
昭
　
子

人
　
見
　
康
　
子



【
行
政
法
】
二
二
　
地
方
自
治
法
一
四
条
五
項
と
こ
れ
に
基
づ
く
条
例
の
合
憲
性
－
　
　
　
　
　
　
－
四

【
商
法
】
三
〇
　
補
充
権
消
滅
後
に
白
地
手
形
の
譲
渡
を
受
け
た
被
裏
書
人
が
な
し
た
補
充
の
効
カ
ー
四

【
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
】
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
四

【
商
法
】
三
一
　
株
主
総
会
決
議
の
暇
疵
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
五

【
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
】
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
五

【
民
法
】
三
一
　
民
法
上
の
組
合
の
清
算
人
に
対
す
る
組
合
員
の
任
意
的
訴
訟
信
託
の
適
否
…
…
…
六

【
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
】
三
－
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
六

【
行
政
法
】
二
三
　
旧
行
政
裁
判
所
判
決
の
新
憲
法
下
に
お
け
る
効
力
…
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
七

【
労
働
法
】
一
四
　
バ
ッ
ク
・
ペ
イ
に
お
い
て
他
の
職
場
か
ら
得
た
賃
金
の
控
除
－
　
　
　
　
　
　
…
七

【
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
】
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
七

【
行
政
法
】
二
四
　
滞
納
処
分
の
目
的
物
焼
失
と
当
該
処
分
の
無
効
確
認
を
求
め
る
訴
の
利
益
等
…
・
八

【
民
法
】
三
二
　
土
地
賃
貸
借
の
合
意
解
除
は
地
上
建
物
の
賃
借
人
に
対
抗
で
き
る
か
－
－
　
　
　
－
八

【
商
法
】
三
二
　
単
に
人
的
抗
弁
を
切
断
す
る
目
的
で
さ
れ
た
約
束
手
形
の
裏
書
譲
渡
の
効
力
…
　
－
八

【
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
】
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
八

【
商
法
】
三
三
　
支
払
地
外
の
支
払
場
所
の
記
載
と
右
支
払
場
所
に
な
し
た
呈
示
の
効
力
…
…
…
：
－
九

【
労
働
法
】
一
五
　
公
労
法
一
七
条
違
反
の
争
議
行
為
と
刑
事
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
九

【
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
】
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
九

【
商
法
】
三
四
　
取
締
役
会
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
は
許
さ
れ
な
い
か
：
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
十

【
労
働
法
】
一
六
　
従
業
員
専
用
寮
の
使
用
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
十

【
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
】
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
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【
商
法
】
三
五
　
取
締
役
全
員
が
特
定
の
取
締
役
に
会
社
の
経
営
を
｝
任
し
た
場
合
と
他
の
取
締

　
　
　
　
　
　
役
会
社
問
の
取
引
に
つ
い
て
の
取
締
役
会
の
承
認
の
要
否

【
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
】
八

【
民
法
】
三
三
　
共
同
相
続
と
登
記
…

【
労
働
法
】
一
七
　
レ
ッ
ド
・
パ
：
ジ
を
秘
匿
L
た
経
歴
詐
称
と
懲
戒
解
雇
（
日
平
産
業
事
件
）

【
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
】
九
…
…
…
：

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

メ
ァ
リ
・
エ
リ
ス
ン
著
『
養
子
』
…
…

H
・
S
・
ヒ
ュ
ー
ズ
著
『
意
識
と
社
会
』
・

」
・
D
・
B
・
ミ
ラ
ー
著
『
政
治
の
本
質
』
、
B
・
ク
リ
ッ
ク
著
『
政
治
の
擁
護
の
た
め
に
』
－

法
制
史
学
会
編
『
法
制
史
文
献
目
録
』

N
・
リ
！
マ
i
著
『
民
主
主
義
理
論
の
復
活
』
…
…

渓
内
謙
著
『
ソ
ビ
エ
ト
政
治
史
』

田
中
直
吉
監
修
・
金
正
明
編
『
日
韓
外
交
資
料
集
成
・
第
三
巻
』

コ
ー
リ
ソ
・
リ
ー
ガ
ム
著
『
パ
ン
．
甲
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
』

皆
川
洗
編
著
『
国
際
法
判
例
要
録
』
・

Z
・
K
・
ブ
ル
ゼ
ジ
ン
ス
キ
ー
著
『
ソ
ヴ
ェ
ト
政
治
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
権
力
』
－

正
田
満
三
郎
著
『
刑
法
に
お
け
る
犯
罪
論
の
批
判
的
考
察
』

小
池
隆
一
著
『
準
契
約
及
事
務
管
理
の
研
究
』
…
：

十十十十十
五五四四三三三二二二一一

一
〇
五

一
〇
九

六
四

七
〇

七
三

一
一
五

一
二
二

九
二

九
七

一
〇
〇

一
一
七

一
一
九

一
二
二

一
一
五

一
一
八

七
九

八
六

一
二
七
九

一
二
八
三

＝
二
七
二

二
二
七
八

＝
一
天
一

一
一
五

一
二
二

二
二
〇

二
二
五
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五
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四
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五
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